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佐々木哲夫
1. 平和と Pacification
日本語の「平和」に意図されている伝統的概念は，古語辞典が 「人の
心，物の性質，人間関係などが穏やかなさ ま」と記すように2，字義通り
「平らかで和やかな気持ちのさま」のことである。これは，古代仏教やジャ
イナ教が主張する平和思想，即ち，波風の立つこ とを避けてひたすら忍
耐しつつ沈黙を守れば成就するだろうと考える詠|民的平和に淵源し3，例
えば，仲間意識の強い地域共同体や過剰に統制された国家内部に観察さ
れる平和である。この平和概念を問内外の問題に放1{Jするならば，戦争
などの暴力行為が生起しなければ平和と理解するいわゆる 〈存定的もし
くは消極的平和〉概念へと連なる。
詠嘆的平和は受動的姿勢によるものだが，それと対照的な能動的姿勢
によるものが英語の pacification(peace)の意味する平和である。
Pacificationは，ラテン語の paxやpacisに由来する言葉で，その動調
to pacifyが泣き叫ぶ赤子を静かにさせるとの意味を持つよ うに，また，
泣く赤子の日にしゃぶらせる玩具を apacifierと呼ぶJIDi)'，混乱する現
状を成熟した手腕で能動的に落ち着かせるとの意味を持っている 5。例え
1 本稿は，第3回学内研究フォーラム『新しい世紀における世界平和』
[2003年5月29日(木)]で、のパネル発題内容に加筆修正を施したも
のである。また，本稿は，アジア神学協議会主催『アジア神学研究会
(A.T. A. Japan & Korea Joint Theological Consultation at West-
minster Gracluate School of Theology in Seoul， Korea).l [2003年
11月7日(金)]において発表された。
2 r古語大辞典j第五巻(角川書庖， 1999年)270頁。
3 早島鏡正監修『仏教・インド思想辞典.1(小林共文堂， 1987年)400-401 
頁。
4 Kenneth E. Boulcling， Stable Peace (Austin， Texas: Univ. of 
Texas， 1978)， 4.
5 Ibicl.， 1-30. 
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ば，侵略などの国際犯罪を能動的に平定する最終的政治手段として採用
される正義の戦争は， pacificationの具体的現れと考えられる。しかし，
それは，確かに能動的なのだが，騒乱を静めることを主要な目標として
いる点において〈否定的もしくは消極的平和〉に分類されるべきもので
ある。
他方，自由・平等・人権尊重・福祉など社会的文化的諸側面における
より良い環境の実現をもって平和と理解する概念を 〈肯定的もしくは積
極的平和〉と呼んでいる6。これは，平和を，戦争との対比ではなく暴力
との対比において理解する概念である。例えば，現代の医の倫理，企業
や経営倫理，科学や環境などに関する問題の解決への努力は，積極的平
和の具体的現れである。
本稿は，上述の平和概念を考慮しつつ，聖書のロウUやEipTIVT] (エイ
レーネ)の用例を吟l床し，また，いわゆる「聖戦jとの関連を吟味する
ことによって，平和理解を深めようと試みるものである。
2. ロ1うUとdρ角νη
用語白骨むは旧約聖書において 240回ほど記述されており，その意味
は「全体，完全，健康，平和」など多様である 7。本節では，ロわむの意味
を，そのギリシャ語訳で、ある新約聖書 EtpT]VT]との関連にも言及しつつ概
観する。
(1) 口わUは，個人的関係において，争いや災いのない状態を意味する。
アビメレクの参謀アフザトはイサクに「以前，我々はあなたに何ら
危害を加えず，むしろあなたのためになるよう計り，あなたを無事
(口令0/3)に送り出しました。そのようにあなたも，我々にいかなる
害(円写つ)も与えないでくださいJ(創世記 26:29)と語っている。
6 高柳先男「平和Jr大百科事典』第13巻(平凡社， 1985年)455-56頁。
7 The Hebrew and Aramaic Lexicon 01 the O!d Testamellt (Leiden: 
Brill， 1999)， 4: 1506-1510 山我哲雄「旧約聖書における平和(シャ
ロ←ム)の観念(上)Jr北星学園大学経済学部北星論集j第29号
(1992年)185-86頁。
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この口1うUは，他者に害(円写づ)を加えないとの意味である。また，
アキシュとダビデの会話「今は，平和(口市町:;J)に帰ってほしし〉。ぺ
リシテの武将たちの好まないこと (lil)をしてはならないJ(1サ
ムエlレ29:7)のように， 他者の願わないことをしないとの意味も
含まれている。
また，歩く，行く，帰る，戻るなど，人間の旅や往来において，
災いや害のふりかからない無事で安心な状態をも意味する。ヤコブ
は「神がわたしと共におられ，わたしが歩むこの旅路を守り，食べ
物， 着る物を与え，無事に(口令~:;J)父の家に帰らせてくださり J(創
世記28:20-21)とベテルで主に祈っている。これは，災いや害のふ
りかからない旅を全うできるようにとの祈りである。この意味の
白うUは，人生の諸相においても妥当する。例えば，穏やかに語る
こと(創世記37:4)，ゆっくり横たわって思うこと(イザヤ 57:2) 
などの用例である。それゆえ，災いに会わない人生を歩む者は，平
安な状態で天寿を全うする者でもある。例えば，Iあなた自身は，長
寿を全うして葬られ，安らかに ( Oil;>~:;J)先祖のもとに行く J (創世
記 15:15)と表現されている。反対に，神に逆らう者の長寿で、安泰
な姿は，不条理な現象だ、った(詩編73:3-4)。
さて，災害が個人にふりかからないようにと願うことは，日常会
話では，相手の安否を問う挨拶の言葉となる。ヨセフは再会した兄
弟に「年をとった父上は元気か(口il;>~:;J)。まだ生きておられるか」
(創世記43:27)と安否を尋ねている。これは， Iあなたさ まの僕で
ある父は元気で(白内~)，まだ生きておりますJ (創世記 43:28)と
の返答を会話の自然な流れの中で期待する問いでもある。また，相
手に安否を尋ねるのではなく ，相手の無事を告知する 口令Uもあ
る。主がギデオンに語った言葉「安心せよ(口令凶)。恐れるな。あ
なたが死ぬことはないJ(士師記6:23)である。
さらに，この口令ザは，日常挨拶の常套句としても用いられる。例
えば，シュネムの婦人は，子供が死んで、いるにもかかわらず，エリ
シャの従者ゲハジの後拶「お変わりありませんか(ロわψ3)，御主人
はお変わりありませんか(ロウ~:;J )。お子さんはお変わりありません
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か(口市ψ:;J)Jに対し「変わりはございません(ロわむ)Jと応じてい
る(2列王記4:26)。この場合，シュネムの婦人の語った ロウUは，
安否の問いかけに対する答えではなく。慣習的な挨拶の言葉として
語られたものである。時として，このような形骸化された挨拶の言
葉として 口令Uが用いられるのである。イゼ、ベルは，アハブ王朝に
取って代わろうとしているイエフに対し「主人殺しのジムリ，御無
事でいらっしゃいますか(ロウrQ3，2列王記9:31) Jと声をかけて
いる。自分たちを滅ぼそうとしている者の安否を尋ねるはずもな
しただ単に形式的な挨拶を交わしただけのことである。
(2) ロわUは，国家的関係において争いや災いのない状態を意味する。
イザヤが語る「不法を耳にすることなく ，破壊と崩壊は領土のうち
から絶えるJ(イザヤ 60:17-18) という状態，即ち，戦争などの国
家的騒古L状態が起きないことが意味されている。ミカは「彼らは歯
で何かをかんでいる聞は平和(ロウrv)を告げるが，その口に何も
与えない人には戦争(汁切切)を宣言するJ(ミカ 3:5)と語り，ま
た，詩編の記者は「平和(口令rv)をこそわたしは語るのに，彼ら
はただ戦い (π切切)を語るJ(詩編 120: 7)と嘆いている。戦争と
対比される平和で、ある。例えば，戦争相手に 口1うUを告げることは，
降伏を勧告することであり(申命記20:10-11)，その勧告に応じる
ならば相手の命は保証された(ヨシュア 9:15)。戦場での 口令U
(円切知ヮ oil;.ti)は，戦況が有利にあることを意味し(2サムエノレ 11
7)， I平和の契約(ロウザ 'r1'官)Jは契約相手を戦いによって破滅し
ないとの約束だった(民数25:12，イザヤ 54:10，エゼキエル 34
25， 37: 26)。命を保証する主体が主の場合には「平和の主
(口1河句作甘)Jの呼び名が用いられた(士師記6:24)。
(3) 上記の(1)と (2)で考察された 口わUに必ずしも分類されない用
例もある。恵み ( "ï~ ，イザヤ 48:18) や真実 ( nm~ ， ゼカリヤ
8: 19)とともに記される広義の 口令Uである。終末における平和の
実現(ゼカリヤ 9:9-10)や，メシア預言「平和の君(口iSo/-，rp) J (イ
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ザヤ 9:5)がこの用例に該当する。広義の口令Uは，新約聖書
EIp'!IVT]の用語の用例，特に，神との和解や終末の救済と関連する用
例へ展開してゆ く80例えば，ザカリヤは，イエス・キリ ストの誕生
を預言し， I暗闇と死の陰に座している者たちを照らし，我らの歩
みを平和の道に(Eic oliov EIp角川吉)導くJ(ルカ 1:79)と表現した。
また，イエス・キリスト自身も「わたしは，平和(Eip'!IvT])をあな
たがたに残し，わたしの平和を与えるJ(ヨハネ 14:27)と語り，十
字架と復活によって与えられる平和を説いている。使徒たちも，1
このことを待ち望みながら，きずや汚れが何一つなく，平和に
( EV EIp'!Iη1)過ごしていると神に認めていただけるよ うに励みなさ
いJ(2ぺトロ 3:14)， I平和の神(O 9EOC tfic Eip角川c)御自身が，あ
なたがたを全く聖なる者としてくださいますように. わたしたち
の主イエス・キリストの来られるとき，非のうちどころのないもの
としてくださいますようにJ(1テサロニケ 5:23)と語り，広義の
平和を説いている。
3. 平和概念
平和に関するこれまでの議論を以下のようにまとめて図示する。
[C] __-一-_
豊かさなどの実現 ノ[ユダヤ・キリスト教1 '. 
a ;¥ 
. ((糊的平和)) . ((積極的平和》 i 《絶対的平和》 j 
(正義の戦争Y一一一一一一一一一一一一一一一一一一うぐ終末的:〉〈
J 来世の理想郷 1 
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無秩序主破壊的状態
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8 Wemer Foerster，“ EI同VT]，"Theological Dictionmy 01 tlze New 
Testament， (Grand Rapids， Michigan: Eerdmans， 1964)， 2: 412 
13 
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[A] 消極的平和は，無秩序な破壊的状態を問題とする。破壊的状態を
適切な水準に回復させることをもって平和と解する概念である。
国際関係の場合，一方の国家が他方の国家を犯罪的に膝潤する侵
略などの破壊状態が問題となる。回復する手段として，国内問題
の場合には，治安維持のための囲内法や警察力などが適用される
であろう。また，当該国家の文化や伝統も無言の抑止力となる。他
方，国際問題の場合には，当事者の二国間協議や他国を含めた多
国間協議，もしくは，国際連合などの調停機関介在が外交的手段
として有効である。万策尽きた最終段階において，しばしば採用
される政治手段が正義の戦争である。
[B] 積極的平和は，自由，平等，人権，福祉など人類の社会的文化的
諸側面での改善向上の実現をもって平和とみなす概念である。黄
金律とH乎ばれている 「隣人を自分のように愛しなさい(マルコ
12: 31，ロマ 13:9) Jが連怨される。即ち，肯定的平和のゴールは
聞かれており，その完成は無限の彼方に存在するかのように思わ
hる。社会もしくは国家による継続的で積極的な参与がなければ，
実現されることの難しい平和で、ある。
[C] 絶対的平和は，旧約聖書のイザヤ書11章 6-9節「狼は小羊と共
に宿り，豹は子山羊と共に伏す。子牛は若獅子と共に育ち，小さ
い子供がそれらを導く。牛も熊も共に草をはみ，その子らは共に
伏し，獅子も牛もひとしく干し草を食らう。乳飲み子は毒蛇の穴
に戯れ，幼子は!腹の巣に手を入れる。わたしの聖なる山において
は，何ものも害を加えず，滅ぽすこともなし当。水が海を覆ってい
るように，大地は主を知る知識で満たされる」などによって示唆
される終末的平和に淵源する概念である。この平和を今日の世界
に適用したのが，戦争の直接参加を拒否するメノナイト派(アー
ミツシュ)やクエーカ一派のキリスト者たちである。また，イエ
ス ・キリスト時代のエッセネ派やクムラン宗団も終末的絶対平和
を標務した者たちである。
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さて，前節の考察より，聖書の用語のロわむと EIP1IVTJが図の [A][B] 
[C]の領域を包括している用語であるとわかる。
4. 聖戦(ジハード)
図の [D]は，イスラーム教用語の聖戦(ジハード)が，図の [C]の
終末的来世と関連していることを示している。聖戦は，死後の理想郷に
入ることを確実にするという内的動機をもって行われる。聖戦に関する
コーランの邦訳は以下の通りである。
汝らに戦いを挑む者があれば，アッラーの道において堂々とこれを迎え撃
つがよい…どこでも戦え。そして彼らが汝らを追いだした場所からこちら
で向うを追いだしてしまえ。(牝牛 2: 186-90) 9 
戦うことは汝らに課せられた義務じゃ。さぞ!il!iでもあろうけれど。ー ーアッ
ラーの道に勇敢に戦う人々，そういう人々だけはアッラーの御慈悲が期待
できょうぞ。(牝牛2:212-15) 
汝ら，アッラーの道に戦えよ。アッラーはすべてを聞き，あらゆるこ とを
t甘り車合うと心、得zよ。(ヰl:.tJ二2:245) 
いざ戦いの命令が本当に出たとなったら，ごく少数のもの以外はみんな背
を向けてしまった。アッラ←は不義なす者どものことは全部御存知におわ
す ぞ。(牝牛2:247) 
アッラーの路に祭れた人々のことを死人などと言ってはならぬ。否，彼ら
は生きている。(牝牛2:149) 
一信仰を抱き，かつ善行をなす人々に向かつては喜びの音信を告げ知らせ
てやるがよいぞ。彼らはやがてせんせんと河水流れる緑図に赴くであろう
ことを。その果実を日々の糧として供されるとき彼らは言うことであろ
う， Iこれは以前に私たちが食べていたものとそっくりでございますjと。
それほどよく似たものを食べさせて戴けるうえに，清浄無垢の裂ーたちをあ
てがわれ，そこにそうして永遠に住まうであろうぞ。(牝牛2:23) 
とにかく，現世を棄ててその代わりに来世を獲ょうと志す者は，大いに
アッラーの道に戦うがよい。アッラーの道に戦う者は，戦死しでもまた凱
旋しでも，我らがきっと大きな褒美を授けてやろうぞ。(女4:76) 
9 井筒俊彦訳『コーラン(上).1岩波文庫(岩波書庖， 1964年改版)。
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コーランの解釈が複数あるように，聖戦の解釈も複数存在する。それ故，
イスラーム教各派が解釈する聖戦や用いる手段は多様で、ある。また，イ
スラーム教用語の聖戦(ジハード)をキリスト教が借用語とし，また，今
日，聖戦の定義を確定させずに日常的に使用していることも，戦争や平
和に関する理解を混乱させている 100 コーランに「汝らの手もとなるも
の[IC附の律法]の真理を確証としてわたしが[天より]下したもの[コー
ラン]を信仰せよJ(牝牛2:41) と記されてある通り，コーランは，直
接的に語られた神の言葉であり，無謬であると信じられている。その点
において，イスラーム教信者全ては原理主義者であると言える 110 また，
イスラーム教信者は，必ずしも反近代的ではなしましてや一般的に理
解される意味でのテロ主義者でもない12。しかし，政治目的達成のため
に，コーランの終末的理想郷を性急に適用させたテロ行為を容認する聖
戦理解は， ロ1うUやeip角川の示す平和と交差することはない。聖戦は，図
示したとおり，正義の戦争と対極に位置する概念である。しかも，終末
的である点においてはユダヤ ・キリスト教の 〈絶対的平和〉と重なるも
のの，イスラーム教独特の死後の理想郷を目指しての行為である点にお
いては全く相違するものである。
10 ]. Astley， D. Brown， and A. Loades，似aram/ Peace， Problems in 
Theology， no. 3 (N. Y.: T&T Clark， 2003)， 62-4: [Sachiko 
Murata and William C. Chittick， Tlle VisioJl ul Islam: Tlze 
F01仰向lions01 M1fs/im Faith {ld Practice (London， 1.B. Tauris， 
1996)， 20-1.J 
1 rコーラン』とは「読経」を意味し，原語において読まれなければなら
ないものである。コーランは，旧約聖書や新約聖書の記者によって記
された書物とは異なり「直接じかに神自身がマホメットにのりうつっ
て，その口を借りて話しかけて来るその言葉をその時その場で記憶に
留めたものである。なまの神様の語りかけである。j井筒俊彦[解説」
[コーラン(上)j299頁。
12 前掲書[イスラームと近代J9-1頁。
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